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  1.  研究背景   3.  使用する統計量 

  2.  特徴語抽出の問題設定   4.  実験結果＆今後の課題 

  使用するコーパス：NTCIR-1 コーパス 

 332,921 種類の論文タイトル，アブストラクトの組 

  本研究における特徴語の定義 

 タイトルに現れる語を対応するアブストの特徴語とする 

 語の単位は文字バイグラムとする 

  反復度 

adapt 𝑤 ≈  

𝑑𝑓2 𝑤

𝑑𝑓 𝑤
, 𝑑𝑓2 𝑤 ≥ 𝜃ad

&&&&&&&&&&&&&0, &&&&&&& otherwise

 
𝑑𝑓 𝑤 ：文字バイグラム 𝑤 が１回以上出現するアブストラクトの数 

𝑑𝑓2 𝑤 ：文字バイグラム 𝑤 が２回以上出現するアブストラクトの数 

𝜃ad：𝑑𝑓2 𝑤  のしきい値 

  条件付き確率 

𝑝 𝑒𝑇 𝑤 𝑒𝐴 𝑤 ≈  

𝑓𝑇∧𝐴 𝑤

𝑓𝐴 𝑤
, 𝑓𝑇∧𝐴 𝑤 ≥ 𝜃cp

&&&&&&&&&&&&&&&&0, &&&&&&&&& otherwise

 

 学習データのアブストのみから計算する 

 学習データのアブストに加えてタイトル（教師情報）も使って計算する 

𝑓𝐴 𝑤 ：アブストラクトで 𝑤 を含む論文数 

𝑓𝑇∧𝐴 𝑤 ：アブストラクトとタイトルで 𝑤 を共に含む論文数 

𝜃cp：𝑓𝑇∧𝐴 𝑤  のしきい値 

 あるアブストに 𝑤 が出現した条件下で，対応するタイトルにも 𝑤 が出現する確率 

 アブストにおける文字バイグラム 𝑤 の繰り返しやすさ  

  実験手順と評価尺度 

（０）NTCIR-1 コーパスを基に実験データを作成 

（１）学習データが含むバイグラムの頻度を計数 

（２）評価データにあるアブストのバイグラムについて，（3.で示す）統計量をそれぞれ計算 

（３）統計量ごとに推定値の降順でバイグラムを順位付けし下記の指標を求める 

特徴語の総数 

 スピアマンの順位相関係数：反復度と条件付き確率の順位リストの相関 

 R-適合率：順位リストの上位R件に含まれる特徴語の割合（Rは評価データ中の正解数） 

  スピアマンの順位相関係数 

 反復度と条件付き確率の順位リストの相関 

  R-適合率 

 上位R件（3,167件）に含まれる特徴語の割合 

 反復度：0.219，条件付き確率：0.474  0.691 と高い相関を示した 

  バイグラムと推定値の例 

◎  反復度はアブストだけでもある程度の特徴語を抽出できる（左図） 

×  反復度はどのアブストにも繰り返し現れやすい，文の要素（Not 特徴語）も多く抽出（右図） 

  IDF（逆文書頻度）等と 

  組み合わせるとよい？ 

※ 開発データのR-適合率が最大となった 𝜃ad = 𝜃cp = 15 をしきい値として採用 

  本研究で扱う特徴語抽出について 

 ある文書からその文書を特徴づける語を抽出 

 応用： 情報検索，文書要約，文書分類，etc.  

 (A)  反復度 

 “ある文書における特徴語はその文書で繰り返し出現する”という仮定に基づいた統計量 

 特徴語やその定義などの教師情報が事前に与えられなくても使用できる 

 (B)  教師情報を用いた統計量（条件付き確率） 

 教師情報を用いないケース（例：反復度の使用）より有効と考えられる 

 しかし特徴語の定義は主観的で，教師情報が事前に与えられることは実用的に多くない 

  特徴語抽出の実験で，(A) と (B) のふるまいを比較し反復度の実用性を検証 

  論文のアブストラクトに出現する語のうち，どの語がタイトルに現れるかを予測する問題を解く 

 語の重要度を下記の二つの統計量で推し量って語を抽出する 

  ID-01  特徴語：電気，気回，回路 … 

  ID-02  特徴語：講義，義方，方式 … 

https://blog.web.nifty.com/engineer/2217 

例）ワードクラウド 

  今後の課題 

 反復度の改良（特徴語のみを抽出できるようにしたい） 

 TF-IDFといったスタンダードな手法との性能比較，ふるまいの差異の分析 

 様々な特徴語の定義における実験および評価 


